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問こども青少年支援部(☎504-2973、フ504-2727）

ヤングケアラーに必要な支援をヤングケアラーに必要な支援を

家族を支えるこども・若者
　ヤングケアラーとは、「家族の介護
その他日常生活上の世話を過度に
行っていると認められるこども・若者」
と法律で定義され、国・地方公共団体
などが各種支援に努めるべき対象と
して位置づけられています。

　学生が、賃金をもらいながら就業体験ができる 「有給長期インター
ンシップ・就業体験」。来年 2 月の参加者を募集します。
問雇用推進課（☎504-2244、フ504-2259）

長期休みを社会人への準備期間に

ひろしまひろしま
そだちそだち
kitchenkitchen

キッチン

（レシピ提供:ひろしまそだち地
産地消協力店の田中食品㈱）

1017660ページ番号   市ＨＰ
毎月第3日曜日は「ひろしま地産
地消の日」（ひろしま産day）

ごはん（温かいもの） 70～100ｇ
広島菜漬 １ 枚
きゅうり 1/8本
魚風味のふりかけ 5ｇ　 

材料 1 本分

のりの代わりに日本三大菜
漬けのひとつ「広島菜漬」を
使用した、風味豊かで地域
の魅力が詰まった一品です
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広島菜漬の細巻き

表に出にくい問題
　ヤングケアラーは、家庭内の問題
であり、こども自身やその家族に認
識されていないこともあります。
　また、周囲が異変に気付いても家
族の問題に対してどこまで介入すべ
きか分からないなどの理由から、必
要な支援につながっていないケース
もあります。

必要な支援につなげるために
　市は、このたび、ヤングケアラー専
用の相談窓口を設置しました。本人
や周囲の人からの進路や就労を含め
たさまざまな相談に応じ、関係機関
と連携して支援を行います。

☎２９８－０５８１
専用ダイヤルを設置しました

▶ヤングケアラー専用の相談窓口があります

■こどもの相談センターわかくさ（児童家庭支援センター）
毎日（㈬、年末年始は除く）10:00～19:00

当事者のみならず、その家族や、周囲の人が相談できます
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1炊きたてのごはんにふりかけを入れ、
まぜ合わせる
2きゅうりを細切りにし、広島菜漬は芯
を切る
3巻きすの上に水気を切った広島菜漬
を横向きに広げて置き、上側を少し空け
て、1を均一に広げ、2をのせる
43を手前から奥側に巻きつけるよう
にして巻く
5お好みの幅でカットしたら完成

ヤングケアラーの状況とは？
　こどもがこどもらしい時間を
過ごすのが難しい以下のような
状況をいいます。
●障害や病気のある家族に代わ
り、家事をしているため、学校に
行くのが難しい
●家族に代わり、幼いきょうだい
の世話をしているため、自分の時
間がない など

社会を知り、成長につなげよう
　実際の業務に従事することで、お
金を稼ぐ達成感、自発的に動く姿勢
を身に付けるなど、働くことについて
の具体的なイメージを持つことがで
きます。
　また、社会を知ることで、仕事を
する上での、自分の強みや、足りな
い力を見つめ直すことができるの
で、社会人になるための準備もでき
ます。

【対象】大学生・大学院生（専門学校生、
短期大学生不可）　※学年不問
【日程】来年 2 月中の 2 週間以上
※受け入れ企業により異なる
【申し込み】専用ホームページで、
12月12日㈮までに。申し込
みの流れについて、詳しく
は、同ホームページで

春休み期間の参加学生募集！
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加できるよう、派
遣経費を支援す
る取組を開始する
とともに、平和記
念資料館にこども
向けの展示や学
習スペースを新
たに設けるための
整備に着手したと
ころです。
　こうした取組は
市が進めている

「平和文化」の振
興にも資するもの
です。平和とは、あ
らゆる暴力がなく
人々がポジティブな気持ちになる
ことができる生活環境が整ってい
る状態であり、平和文化とは、そう
した生活環境を作り上げていくた
めに不可欠となる人々の活動とそ
の成果であるといえます。このよう
に考え、市では令和 3 年から11月を

「平和文化月間」と定め、この期間に
は、文化芸術活動の展示・発表やス
ポーツなどを通じた交流イベント
など、平和文化への思いの共有に
つながる様々な取組を集中的に行
っています。次代を担う若者たちに
は平和についての学習を深めたう
えで、こうしたイベントに参加し、
多くの人々との交流を通じて平和
意識を醸成するきっかけとしてい
ただき、自分たちが日常生活の中
でできることを見つけ、自ら行動す
ることを始めてほしいと思います。
被爆の悲惨さを知ったうえで、今
の平和へ思いを巡らせることがで
きる、そうした平和文化への思いや
行動が着実に広がっていくことで、
核兵器廃絶への思いが市民社会の
総意につながっていくものと信じ
ています。

次代を担う若者が自ら行動
し平和文化を広めていく

　被爆から80年という節目の年を
迎え、被爆者をはじめ戦争を体験
した人々の高齢化が進み、戦争の
記憶が薄れる中、市民社会が戦争
と向き合い平和への思いを新たに
することが重要な課題になってき
ていると考えています。
　市では、こうした課題に対応し、
次代を担う若者たちに被爆者の体
験や平和への願いがしっかりと伝
わり、確実に継承されるようにして
いくため、AIやVRなどのデジタル
技術を活用した新たな被爆体験継
承の取組を始めました。AIを活用
して被爆体験証言者の体験や平和
への思いを対話形式で利用者に伝
える応答装置の製作や、被爆当時
の状況や悲惨さを視覚的に追体験
できるVRゴーグルの活用など、テ
クノロジーを使って疑似体験でき
るようにすることで被爆の実相を
的確に後世に伝えることができる
ようにしています。
　また、次代を担う若者たちが経
験していない出来事であっても、自
らのこととして実感できるように
することで、平和についての学習を
深めることができます。そうした観
点から今年の 4 月から 5 月にかけ
て開催された第11回NPT再検討会
議第 3 回準備委員会に、広島県内
の高校生 8 名を平和首長会議ユー
スとして派遣しました。彼らと現地
で多くの日程を共にする中で、次代
を担う若者が国際社会の一員とし
て主体的に学び、貢献できる絶好
の機会になっているなと感じたと
ころです。
　また、今年からは、全国の自治体
の若者が平和記念式典に参列する
とともに平和学習プログラムに参
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　インターンシップに参加する前は、
社会人に対して堅そう、厳しそうと
いったイメージを持っていました。し
かし、実際に参加してみると、社員の皆
さんが気さくに声をかけてくださるな
ど、常に活発なコミュニケーションが
図られており、安心して業務に従事す
ることができました。
　私は、企画立案のようにゼロからイ
チを生み出すことがあまり得意ではな

社会人の印象が変わったインターンシップ
　広島大学3年 佐

さ と う
藤　耀

よう
さん

＜就業体験企業：広島電鉄㈱＞
いのですが、今回のインターンシップで
学んだ、自ら課題を見つけ、解決する力
を生かして、自己成長につなげられるよ
う、何か気になることがあれば進んで挑
戦し、最後までやりきりたいです。

I
イ ン タ ビ ュ ー

nterview


